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性試験法の開発を検討し これまでに，液膜型イオノホア活性試験法 2 種，ヒト赤血球膜を用いたイオノホア活性試
験法 1 種，計 3 種のイオノホア活性試験法を開発しているo
また，われわれの研究室では，容易に入手可能な鎖状テルペノイド geraniol および E ，E-farnesol を出発原料とし
て合成した， 4 種の coronand 型大環状ラクトンエポキシド FLIE2 ， F L2E4 , GL2E2 , GL2E4 について，液膜型イオ
ノホア活性測定装置 W-07を用いて検討がなされ， FL2E 4 が K+ イオン輸送能を， GL2 E 4 がCa 2 + イオン輸送能を示す
ことが明らかにされた。さらに ヒト赤血球膜法を用いて検討された結果， FL2E 4 が K+ イオンに対する赤血球膜イ




FL2E4 GL2E2 GL2E4 FL1E2 
イオノホア活性を示す FL2E4 ， GL2E4 には，それぞれ 6 種のジアステレオマーが存在する。そこで著者は，まず
FL 2 E4 および GL2E4 の，それぞれ 6 種のジアステレオマ- FL2E4-1 --FL2E4-6 および， GL2E4-1 --GL2E4-6 を
単離し，それらの立体化学構造を X 線結晶構造解析および， lH NMR 解析により明らかにし，次にそれらのイオノ
ホア活性を検討した。その結果， FL2E4 および GL2E4 のイオン輸送能および生体膜イオン透過能等のイオノホア活
性の発現には，エポキシ環の立体配置が密接に関与していることを明らかにすることができた。
次に著者は， geraniol および E ， E-farnesol を出発物質として， podand 型鎖状エポキシド類を合成し， geraniol か
ら 8 種 (GE- 1 --GE-8) , E ， E-farnesol から 8 種 (FE-1 --FE-8) の計16種のエポキシ化合物を得た。そして，改
良型の液膜型イオノホア活性測定装置 W-08およびヒト赤血球膜法を用いて，それらの Na+ および Ca 2 + イオンに対
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著者は，さらに，活性の認められた podand 型エポキシドのうち， Ca 2 + イオンに対するイオン輸送能，イオン捕捉
能および赤血球膜イオン透過能を示した GE-8 について，そのイオノホア活性と立体化学構造との関連性を詳細に検







本論文では，鎖状テルペノイド geraniol および E ， E-farnesol から，キャリア型イオノホアとして 12種の coronand
型大環状ラクトンエポキシド，および16種の podand 型鎖状エポキシドを合成し，それらのイオノホア活性を調べ，
それぞれの立体化学構造とイオノホア活性発現との聞に相関性のあることを明らかにしているo
以上の成果は，博士(薬学)の学位論文として充分価値あるものと認められるo
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